
～ 豊川用水の節水対策の強化について ～ 
 

豊川流域では、１月から流域で降水量が少ない状態が続いており、河川の流量が減少して

います。 

４月に入ってからも河川流況の改善が見られず、厳しい水源状況となったことから、４月

２３日９時から豊川用水では、第２回節水対策（農業用水１０％、水道用水１０％、工業用

水１０％）を実施しています。 

その後、４月２４日～２５日に降雨があったものの、４月の累計降水量は豊川用水受益地

５地点（牟
む

呂
ろ

松原
まつばら

頭首工、万場
ば ん ば

調整池、芦ヶ池
あしがいけ

調整池、初立
はつたち

池及び駒場
こまんば

池）で８９mm（平

年１４９mm）であり、独立行政法人水資源機構が管理する豊川用水水源（宇連
う れ

ダム、大島ダ

ム、地区内調整池）からは各用水の必要量を河川に補給し続けており、４月２５日０時の総

貯水量は１７，２２９千ｍ3、有効貯水量５１，８２０千ｍ3 に比べ約３３％となっていま

す。 

今後も、まとまった降雨がなければ、河川流況の改善がなされず、更に厳しい状況となる

ことから、本日（４月２５日）開催した独立行政法人水資源機構と豊川用水関係利水者で組

織する第３回豊川用水節水対策協議会では、豊川用水の節水対策の強化について、次のとお

り決定しました。 

 

豊川用水の節水対策 

①  節水開始日時：平成３１年４月２６日（金）午前９時から 

②  節水率：農業用水１５％、水道用水１５％、工業用水１５％ 

③  節水対象者：愛知県企業庁、静岡県企業局、豊川総合用水土地改良区 

牟呂用水土地改良区、松原用水土地改良区 

湖西用水土地改良区 

 

豊川用水総合事業部では、引き続き、渇水対策本部を設置しています。  

 

平成３１年４月２５日 
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問い合わせ先 

       

独立行政法人水資源機構 豊川用水総合事業部 

総務課長 大牧（おおまき）、管理課長 大木（おおき） 

住 所：愛知県豊橋市今橋町８番地 

電   話：０５３２（５４）６５０１ 

 

4 月 25 日(木)14 時解禁 



　　　　　豊川用水受益地内５地点の平均降水量と平成３１年降水量（平成３１年４月２５日 ０時時点整理）

　　　　           ※平年降水量は平成１４年～平成３０年の１７年間の平均値
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宇連ダム・大島ダム・地区内調整池 貯水量曲線
平年 平成17年 平成25年 平成30年 平成31年

有効貯水容量（全施設）：51,820千m3

平 年

H25（7/26～9/17
54日間節水対策）

平成31年4月25日 0 時現在

貯水量 17,229千m3 （33.2%)

貯

水

量

貯

水

率

（％）

H17（6/15～8/25
72日間節水対策）

H30

Ｈ３１（貯水量）

※平年値は平成１４年～平成３０年まで１７年間の平均値

※平成１７年、平成２５年は、近年発生した渇水年

月 １月 ２月 ３月 ４月

受益地内５地点　平均 平年降水量 52ｍｍ 81ｍｍ 128ｍｍ 149ｍｍ

平成３１年 14ｍｍ 58ｍｍ 63ｍｍ 89ｍｍ

平年比 27% 71% 49% 60%

（牟呂松原頭首工、万場調整池、
芦ヶ池調整池、初立池、駒場池）



満
水
時
の
宇
連
ダ
ム
貯
水
池

現
在
の
宇
連
ダ
ム
貯
水
池

満
水
時
の
大
島
ダ
ム
貯
水
池

現
在
の
大
島
ダ
ム
貯
水
池

宇連ダムの貯水池状況 大島ダムの貯水池状況

平成30年5月18日撮影
貯水量 28,053千m3
貯水率 98.7%

平成31年4月25日撮影
貯水量 3,134千m3
貯水率 11.0%

平成29年7月14日撮影
貯水量 11,300千m3
貯水率 100%

平成31年4月25日撮影
貯水量 9,055千m3
貯水率 80.1%



宇連ダムの貯水池状況（堤体下流から）

平成31年4月23日撮影



宇連ダムの貯水池状況（堤体上流から）

平成31年4月23日撮影



 

参考資料 

豊川用水の水源状況について（情報提供） 

 

 豊川水系では、1月から流域で降水量が少ない状態が続いており、河川の流量

が減少しています。 

 4 月に入ってからも河川流況の改善は見られず、厳しい水源状況となったこと

から、豊川用水では 4 月 12 日 9 時から第 1 回節水対策を開始、さらに 4 月 23

日 9 時から第 2回節水対策を開始し、節水対策を強化しているところです。 

 昨日から本日にかけて、宇連ダム地点ではまとまった降雨がありましたが、

今後の水源状況等を見据え、明日 9 時から第 3 回節水対策を開始し、さらなる

節水対策を強化することにしました。 

 豊川用水水源（宇連ダム、大島ダム、地区内調整池）全体の総貯水量は、本

日 0時時点で 17,229 千ｍ３、有効貯水量 51,820 千ｍ３に対し約 33％となってお

ります。今後の気象状況により水源の状況は変わりますが、このまま降雨が見

込まれない場合、宇連ダムは 5月上旬にかけて枯渇する恐れがあります。 

なお、豊川用水の水運用は大島ダムも含めた豊川用水の水源全体で行ってい

ることに加え、5月から 9月の間は一定条件の下で天竜川からの導水（佐久間導

水）も水源として利用可能となります。このため、宇連ダムが枯渇した場合で

も直ちに水供給が止まるものではありませんが、皆様には一層の節水をお願い

致します。 

 今後とも、限られた水資源を有効に活用するようご理解とご協力をお願いし

ます。 

 

平成３１年４月２５日 

独立行政法人水資源機構 

豊川用水総合事業部   

 


